研修成果報告（レポート）提出について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研修員には，研修成果報告のため、レポートの提出が義務づけられております。
提出されたレポートは本会にて保存し、私学教職員の閲覧に供します。なお提出にあたっては下記事項をご留意ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１．提出期限・形式等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　  (1) レポートは研修終了後６０日以内（厳守）に提出してください。　　　　　
　　  (2) 用紙はＡ４版横書で、 10,000字程度（資料含む）としてください。
（メールでの提出も可能です。）
　　　　※メールにてご提出の場合には、件名を「海外研修レポート」としてkensyu＠skf.or.jp宛にファイルを添付してお送りください。　
　　　　　        　　　　　　　　　　　　　
　２．レポート作成上の注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　  (1) レポートは必ず日本文で記述し、専門用語には注をつけ、また参考文献を
　　　　　あげるなど、できる限り他の分野の研究者にも理解できるよう配慮してくだ
　　　　　さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　  (2) 研修名（海外）、論文題名、職名、氏名を必ず記入してください。　　
　　　(3) 論文題名は研修課題と同一とし、課題が広範囲にわたる場合にはサブタイトル
などをつけてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　(4) 文末には研修先、研修期間を明記してください。　　　      
　　　(5) 本文は論文体で新かなづかい、当用漢字を使用してください。　　　      

　３．その他　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　  (1) すでに発表された論文及び発表予定の論文は原則としてレポートとして認め
　　　　　ません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　  (2) 上記条件に満たないものは再提出していただくこともあります。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
